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  We studied the’ effects of’Tsuminra’ No． 111． Seisin－rensi－i’n on irregular corriplaints accompany＝
i・g…正・gical・nd・en・l di・ea・e・・Of 1 Q5．DP・ti・・tS噸9．．・i・it・d・u・m・di・・l fa・iliti・・，99・e・v・d
as the subject of this study． ln principle， Tsumura Seisin－rensi－in was administered at a dose of
2．5gx3 tirnes／day before meals for 4 or． more weeks． Of 99 cases， 8 sihowed excellent results
（8．20／．）， and 42 showed pogitive effects （41．20／．）． Adverse effects were observed in 7 cases， and
in 4 cases drug administration was discontinued．
  This drug was recognized to be effective against irregular・ complaints accompahying chronic
cystitis and acute or chronic pyelonephritis．













































4 （20．0） 1 （（5．0） ． 20（100．O）
1 （2．9） 14 （41．2） 34（100．O）
3 〈75．0） 1 （25．0） 4（100．0）
2 （50．0） 2 （50．0） ， ・4（100．O）
O O 1（1 oo．O）2 （50．0） 1’ i25．0） 4（100．O）
O O 2（100，0）o      o      o
．O O 1（1 oo ．O）
・2 （66．6） O 3 （99．9）
・O 3 （42．9）． 7（1 oo ．e）
合 計 8 （10．0） ’36 （45．0） ・ 14 （17，5） 22 （27．5） 80（100．O）
Table I－2．清心蓮子飲研究会診断名（併用薬有り）





































































































男性  ％  女性  ％  合計  ％
圃極めて有用      6   9．7
團有用 2337．1E璽どちらとも言えない  9  14．5
回有用性なし     24  38．7
2 5．7 8 8．2
19 48．6 42 41．2
9 25」 18 18．6
7 20．0 31 32．0
合 計 62 100．0 37 100．0 99 100．0
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Table 3． N・．1．11清心蓮子飲・年齢別
























































合計 （8§） 41（41．4） 18 32 99（18． 2） （32．3） （100．O）
Table 4．全般改善度











28 1 78（35．9） （1 ．3） （1 oo．O）
10 O 16（62．5） （O） 〈100．O）
合計（、P，）（、書1，）（、81、）（1占）（1謝。）
Table 5－1．排尿困難 Table 5－3．残i尿感






















































合 計 16 16 副・ 作 用
P〈O．05
．7％）に有用性が認められた．男女間に有用度の差ほ
られなかったが，年齢の差では，若年の患者に対し
て，有用度が高く見られる傾向があった（Table 2，
3）．併用薬剤については，用いていない群により高い
有用性が認められた．全般改善度についても，同様の
 副作用については，99例中，7例に認められたが，
そのうち3例は軽微で，薬剤の投与を継続できた．中
止となったものは，下痢2例，症状悪化2例の合計4
例に認められた．他に尿閉が生じたため，中止となっ
た症例がみられたが，本薬剤の影響によるものとは思
われない．
考大野・ほか：尿路不定愁訴に対する清心蓮子飲の効果
察
 漢方薬は，証に従い投薬されることが，東洋医学的
にいわれているが，今回われわれはretrospectiveな
立場から，証について調査を行った．結果は，赤ら顔．
の患者に対して，効きが悪い傾向が認められたこと
（P＜0．10）より，ツムラ清心蓮子飲は，いわゆる漢方
でいうところの実証タイプよりも，中～虚症の患老に
有効性が認められる傾向が得られた．また，本症例
中，30例が西洋薬の投与をうけていたにもかかわらず
効果が得られていなかったが，ツムラ清心蓮子飲投与
により，14例が有用以上の効果を収めたことは，興味
深い．次に，ツムラ清心蓮子飲を構成する各生薬の薬
理作用について述べる．
 麦門冬は，ユリ科のジャノヒゲおよびナガバジャノ
ヒゲの根の肥大部を乾燥しtt；もので，抗炎症作用を有
する．裏書は，マメ科のキバナオウギなどの根を乾燥
したもので，利尿作用，実験的腎炎の発生の抑制作用
が認められている．甘草は，マメ科の植物で根などを
乾燥して用いるが，抗炎症作用，抗アレルギー作用な
どが報告され，消化性潰瘍に関する実験が数多くなさ
れている．荻苓は，サルノコシカケ科の，マツホドの
菌核を乾燥したもので，古来より利尿作用を有すると
されているが，いまだ詳細な研究は行われていない．
黄書は，シソ科の；ガネバナの根の乾燥したもので，
利尿作用，抗アレルギー作用，抗炎症作用，抗菌作
用が報告されている．軽量は，スイレン科のハスの
成熟果実で，平滑筋弛緩作用，有毒菌の毒性を中和す
る作用があるとされている．車前子は，オオバコ科の
オオバコの成熟種子を乾燥したもので，利尿作用，試
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験管内試験における皮腐真菌に対する成長抑制作用が
報吉さμている・地骨皮は・1一ス科のクコの根皮を乾
燥したもので，解熱作用が認められている．人参は，．
ウコギ科のオクネニンジンの細根を除いた根を乾燥し
たもので，神経の反射機構に効果があり，大脳皮質を
刺激し，choiinoreactiv6 svstemに働くと報告され
ていたが，コリン作動性作用は末梢性という報告もさ
れている．また，中枢興奮作用があり，筋疲労に拮抗
し抗ストレス作用を有する．
 以上のことから，ツムラ清心蓮子飲は，尿路不定愁
訴に対して，有用性の高い薬剤と思われる．
結 語
 1．泌尿器科および腎臓内科をおとずれた，尿路不
定愁訴を訴える患者’99例に，ツムラ清心蓮子飲を投与
し，極めて有用9例（9．1％），‘有用45例（45．5％），
有用以上54例（54．6％）の結果を得た．
 2．慢性膀腿炎，急。慢性腎孟腎炎に伴う尿路不定
愁訴に対して，特に高い有用性が認められた．
 3．漢方的には，赤ら顔の患者，いわゆる実証タイ
プに対して．は，効果が現われにくい傾向が認やられた
（P〈O．10）．
 4．副作用のため中止となったもめは，’下痢2例，
症状悪化2例の合計4例に認められた．尿所見では，
異常は認められなかった．
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